
日本デジタルゲーム学会代議員選挙公示 

2022 年 10 月 28 日 

一般社団法人 日本デジタルゲーム学会 

代議員選挙管理委員会委員長 古市昌一 

 

 一般社団法人日本デジタルゲーム学会定款第 16、17 条および同代議員選挙規定第 2〜4 条に基づ

き、日本デジタルゲーム学会代議員選挙を下記の通り公示します。 

代議員は、年に 1 回実施する社員総会（定款第 18、19 条）を構成して議決権を行使するのが主な役

割で、役員（理事および監事）とともに日本デジタルゲーム学会を運営する要となる役職です。代議員の

任期は定款第 17 条および代議員選挙規定第 4 条第 1 項に示すとおり 2 年間ですが、今回は新法人へ

の移行に伴う最初の代議員であるため、代議員選挙規定第 4 条第 2 項により、令和 5 年社員総会後から

4 年以内に開催される最終の定時社員総会終結のときまでで、再任は妨げません。 

主旨をご理解の上、正会員の皆様におかれましては候補者（立候補および推薦による候補者）を所定

の期間内に届出いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

記 

１． 選挙すべき職と定数 

• 代議員  13 名  ※公示日の正会員数は 264 名 

• 補欠  若干名  

２． 候補者（被選挙人）の資格 

• 選挙公示日（2022 年 10 月 28 日（金））現在連続 2 年以上正会員で会費未納でない者、ただし

理事、監事と評議員は除外 

• 推薦により候補者を届出る場合、推薦人の資格については選挙公示日現在連続 2 年以上正

会員で会費未納でない者 

３． 候補者（被選挙人）の届出期間 

• 2022 年 10 月 28 日（金）から 2022 年 11 月 30 日（水）まで 

• 候補者の届出はフォーム（https://forms.gle/t6nUdYvBu3zDuE65A）で行う 

４． 候補者（被選挙人）の告示 

• 2022 年 12 月 5 日（月） 

５． 選挙人による投票期間 

• 2022 年 12 月 5 日（月）～12 月 30 日（金） 

• 選挙人の資格は候補者（被選挙人）と同じ  

６． 結果発表 

• 2023 年 1 月 11 日（水） 

７． 問い合わせ先 

• 代議員選挙管理委員会宛 election@digrajapan.org ※フォームを利用できない場合等は問合わせのこと 

以上 

 



一般社団法人日本デジタルゲーム学会 定款

（抜粋） 

第４章 代議員 

（構 成） 

第 16 条 この法人に代議員を置く。 

２ 代議員をもって一般法人法上の社員とする。 

３ この法人は、正会員の中から概ね 20 名に１名の

割合をもって選出される代議員をもって一般社団

法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一

般法人法」という。）上の社員とする。 

４ 代議員を選出するため、正会員による代議員選

挙を行う。代議員選挙を行うために必要な規程は

理事会において定める。 

５ 代議員は、正会員の中から選ばれることを要する。

正会員は、前項の代議員選挙に立候補すること

ができる。 

６ 第４項の代議員選挙において、正会員は他の正

会員と等しく代議員を選挙する権利を有する。理

事又は理事会は、代議員を選出することはできない。 

７ 前４項の代議員選挙は、２年に１度実施すること

とし、代議員の任期は選任された年の定時総会の

終結の時から２年後の定時総会の終結の時までと

する。ただし、代議員が総会決議取消の訴え、解

散の訴え、責任追及の訴え及び役員の解任の訴

えを提起している場合には、当該訴訟が終結する

までの間、当該代議員は社員たる地位を失わな

い。（当該代議員は、役員の選任及び解任並び

に定款変更についての議決権を有しないこととす

る。） 

８ 代議員が欠けた場合又は代議員の員数を欠くこ

ととなる時に備えて補欠の代議員を選挙すること

ができる。補欠の代議員の任期は、任期満了前

に退任した代議員の任期の満了する時までとする。 

９ 補欠の代議員を選挙する場合には、次に掲げる

事項も併せて決定しなければならない。 

（1）当該候補者が補欠の代議員である旨 

（2）当該候補者を１名又は２名以上の特定の代議

員の補欠の代議員として選任するときは、

その旨及び当該特定の代議員の氏名 

（3）同一の代議員につき２名以上の補欠の代議

員を選任するときは、当該補欠の代議員の

相互間の優先順位 

１０ 第８項の補欠の代議員の選任に係る決議が効

力を有する期間は、選任後最初に実施される第７

項の代議員選挙終了の時までとする。 

（任 期） 

第 17 条 代議員の任期は選任された年の定時社員

総会の終結の時から２年後の定時社員総会終結の

時までとし、再任を妨げない。 

第５章 社員総会 

（構 成） 

第 18 条 社員総会は、すべての社員をもって構成する。 

２ 社員総会における議決権は、社員１名につき１個とす

る。 

（権 限） 

第 19 条 社員総会は、次の事項を決議する。 

(1) 役員の選任及び解任 

(2) 役員の報酬等の額又はその支給の基準 

(3) 定款の変更 

(4) 各事業年度の事業報告及び決算の承認 

(5) 社員の除名 

(6) 長期借入金並びに重要な財産の処分又は譲受け 

(7) 解散及び残余財産の帰属 

(8) 合併、事業の全部若しくは一部の譲渡 

(9) 前各号に定めるもののほか、一般法人法に

規定する事項及びこの定款に定める事項 

２ 前項にかかわらず、個々の社員総会においては、

第 21 条第３項の書面に記載した社員総会の目的

である事項以外の事項は、決議することができな

い。 

日本デジタルゲーム学会代議員選挙規程 

（抜粋） 

第 1 章 総 則 
（目的） 
第１条 この規程は、一般社団法人日本デジタ

ルゲーム学会（以下「本会」という。）の定

款第 16 条第 4 項に定める代議員及び同条第

8項に定める補欠の代議員の選挙に関し、必



要な事項を定めることを目的とする。 

（定義） 

第２条 代議員とは、この規程に基づき、本会

の正会員による選挙で選出された者で、正会

員を代表して本会の総会で議決を行う者を

いう。 

（代議員数） 

第３条 本会の代議員総数は、定款第 16 条第

3項に規定する基準に基づき、理事会で

決定する。 

（代議員任期） 

第４条 代議員の任期は、定款第 17 条の規定

により、選任された年の定時社員総会の終結

のときから２年後の定時社員総会終結のと

きまでとし、再任を妨げない。 

２ 本会の最初の代議員は、前項の規定にか

かわらず、選出された日から４年以内に

開催される最終の定時社員総会終結の

ときまでとする。 

（選挙の時期） 

第５条 代議員の選挙は、現任の代議員が選任

された２年後の定時社員総会終結の時まで

に次期代議員の選挙を行わなければならな

い。 

（被選挙人及び選挙人の資格） 

第６条 代議員にかかる被選挙人及び選挙人

の資格は、選挙公示日において連続２年以上

在籍し、かつ、会費未納のない正会員が有す

るものとする。 

２ 現任理事及び監事は、代議員への立候補

はできないものとする。 

第 2 章 選挙管理委員会 

（選挙管理委員会） 
第７条 選挙が公明かつ適正に行われるよう

配慮するため、本会に選挙管理委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。  
 ２ 委員会は、代議員選挙の公示２か月前ま

でに組織し、代議員選挙業務の終了後に

解散する。 

 ３ 委員会の委員（以下「委員」という。）

は５名以内とし、理事会において正会員

の中から選出し、会長が委嘱する。 
 ４ 委員会に委員長を置く。委員長は、委員

の互選によるものとする。 
 ５ 委員は代議員に立候補できない。 
（委員の任期） 
第８条 委員の任期は、前条第２項の規定によ

り、委嘱を受けた日から選挙結果を発表し、

委員会の解散の日までとする。 
（委員会の業務） 
第９条 委員会は、代議員及び補欠の代議員の

選挙に際し、次の業務を行う。 
（１）正会員への代議員選挙の周知 
（２）代議員及び補欠の代議員の候補者名簿

の作成 
 （３）その他代議員選挙に関し必要な事項 
（代議員選挙の公示） 
第 10 条 委員会は、現任代議員の任期満了と

なる日の３か月前までに、代議員候補者受付

のための公示を行わなければならない。 
（公示内容） 
第 11 条 前条の公示内容は、次に掲げる事項

とする。 
 （１）代議員の定数 
 （２）代議員の任期 
 （３）代議員候補者の受付期間 
（４）投票日 
（５）開票日 
（６）その他必要な事項 
２ 委員会は、前項１号の定数を基に、総正

会員の中から代議員候補者を募るものとする。 
第 12 条 委員会は、投票結果を集計し、代議

員及び補欠の代議員が決まったときは、その

結果を会長に報告しなければならない。 
２ 会長は、前項の報告を受け、承認したと

きをもって選挙が終了したものとし、そ

の結果を正会員に公示しなければなら

ない。 



第 3 章 代議員の選出 
（代議員の選出方法） 
第 13 条 代議員は、本会の正会員の選挙に基

づいて選出される。 
２ 選挙人は、立候補及び会員３名以上に推

薦された候補者につき選挙を行う。選挙

に際し、正会員は１個の選挙権を有する。 
（立候補及び推薦による候補者の受付期間） 
第 14 条 委員会は、１か月を超えない範囲で

候補者の受付期間を定めるものとす

る。 
（立候補及び推薦による候補者の手続） 
第 15 条 代議員に立候補しようとする正会員

及び推薦を受ける正会員は、前条に定める候

補者の受付期間内に、所定の書類を委員会に

提出しなければならない。 
（候補者の名簿） 
第 16 条 委員会は、前条の規定により候補者

が提出した書類に基づき、候補者名簿を作成

し、正会員に公表しなければならない。 
（当選人の決定） 
第 17 条 委員会は、候補者が代議員の定数と

同数の場合、又は定数以下の場合は、候補

者全員を当選人とする。 
 ２ 選挙を実施した場合、得票数の多かっ

た候補者から順次に数え、定数までの

者を当選人とし、最下位当選者の票が

同数の場合は、抽選により決定する。 
（選挙方法） 
第 18 条 代議員の選挙は、次の方法により行

う。 
 （１）代議員選挙は、正会員の投票により

行う。 
 （２）選挙人は、代議員候補者名簿から定

められた代議員定数分を投票用紙

を用いて投票し、無記名にて投票日

（必着）までに郵送にて投票する。 
 （３）前号の投票方法は電磁的な方法によ

り代替することができる。 

２ 前項の投票において、次の各号のいず

れかに該当する場合は無効とする。な

お、各号のいずれにも該当しないもの

は、委員会において判断するものとす

る。 
（１）郵送での投票の場合に正規の投票用

紙及び投票用封筒を使用していない

もの 
（２）代議員候補者名簿に登載されていな

い候補者の氏名を記載したもの 
（３）投票先候補者の特定ができないもの 
（４）投票日に遅れて投票されたもの 

（選挙結果の報告） 
第 19条 委員会は、代議員選挙が終了したと

きはその結果を会長に報告しなければならない。 
２ 会長は、前項の報告を受けたときは、

その結果を正会員に公示しなければならない。 
（当選人の繰上補充） 
第20条 選挙期日から１５日以内に当選人が

辞退又は正会員の資格を喪失したときは、

得票数の次順位の者を順次繰り上げ、当選

人とする。 
２ 委員会により当選の無効が決定され

た場合には、得票数の次順位の者を順

次繰り上げ、当選人とする。 
（補欠の代議員） 
第 21 条 代議員選挙においての次点者数名を

理事会の承認をもって補欠の代議員として

選出できることとする。 
 ２ 代議員補欠者の資格の有効期限は、次期

代議員選挙までとし、その間に代議員の

欠員を生じたときは、補欠の代議員の内

から得票順によって補充する。ただし、

その補充者をもって足らないときは欠

員のままとし、直近の選挙のときに補充

する。 
（代議員の資格） 
第 22 条 代議員たる正会員が正会員の資格を

喪失したときは、同時に代議員の資格も喪失する。 


